
広
済
寺
と
近
松
門
左
衛
門

～
久
々
知
妙
見
宮
の
由
緒
を
ふ
ま
え
て
～
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広
済
寺
に
つ
い
て

く

く

ち

ざ
ん

こ
う
さ
い
じ

名

称

久
々
知
山

廣
濟
寺

し
ゅ
う

し

に
ち
れ
ん
し
ゅ
う

宗

旨

日
蓮
宗

み
の
ぶ
さ
ん

く

お
ん
じ

み
な
み
こ
ま
ぐ
ん

み
の
ぶ

総
本
山

身
延
山
久
遠
寺
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
）

ご

ほ
ん
ぞ
ん

い
っ
と
う
り
ょ
う
そ
ん
し
し

御
本
尊

一
塔
両
尊
四
師

※

く
お
ん
じ
つ
じ
ょ
う
ほ
ん
し

し
ゃ
か

む

に

ぶ
つ

御
本
仏

久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
仏

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

な

む

み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

正

行

南
無
妙
法
蓮
華
経

ほ
う

え
ん

え
ん
し

法

縁

莚
師
法
縁

※

ほ
ん
ま
ん
じ

旧
本
山

京
都
市

本
満
寺

い
し
ぶ
し

り
ゅ
う
さ
い

だ
い
あ
ら
ぎ
ょ
う
ど
う
ご
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
ま
ん

ご
ん
で
ん
し

住
職

石
伏

龍
齋

廣
濟
寺
第
二
十
一
世
・
日
蓮
宗
大
荒
行
道
五
行
成
満
・
元
日
蓮
宗
大
荒
行
道
権
伝
師

※
一
塔
両
尊
四
師

南
無
妙
法
蓮
華
経
を
書
写
し
た
多
宝
塔
を
真
中
に
、
左
側
に
釈
迦
如
来
（
説
法
印
）
、
右
側
に
多
宝
如
来
、
周
囲
に

四
菩
薩
（
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
）
、
更
に
四
天
王
を
勧
請
し
て
日
蓮
大
聖
人
の
大
曼
荼
羅
を
木
像
化

し
た
御
本
尊
。

※
法
縁

中
世
に
檀
林
と
い
う
僧
侶
の
教
育
機
関
が
全
国
に
有
っ
た
、
そ
の
仏
教
学
研
鑽
の
学
系
を
法
縁
と
い
う
。
現
在
で
は

教
学
が
立
正
大
学
（
東
京
都
品
川
区
）
に
統
一
が
は
か
ら
れ
た
の
で
、
学
系
と
い
う
よ
り
も
僧
侶
の
子
弟
関
係
の
系

統
の
意
味
が
強
い
。
当
山
は
江
戸
時
代
初
期

身
延
山
第
二
十
九
世

隆
源
院
日
筵
上
人
を
開
祖
と
す
る
法
縁
に
属
す

る
。
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～
～
～

目

次

～
～
～

広
済
寺
に
つ
い
て

一

目

次

二

山
門
内
外
案
内

三

本
堂

鬼
子
母
神

妙
見
堂

矢
文
石

近
松
門
左
衛
門
の
墓

近
松
記
念
館

妙
福
堂

山
門

（
如
意
珠
院
）

四

縁
起

一

「
久
々
知
の
妙
見
宮
と
し
て
の
広
済
寺
」

五

久
々
知

広
済
寺
の
歴
史

妙
見
大
菩
薩
と
は

妙
見
堂

六

矢
文
石

妙
見
宮
が
賑
や
か
だ
っ
た
面
影

摂
津
名
所
図
絵

七

灯
篭
群

鳥

居

み
く
じ
札

広
済
寺
と
妙
見
宮
の
衰
微

広
済
寺
の
再
復
興

縁
起

二

八

「
近
松
門
左
衛
門
の
寺
院
と
し
て
の
広
済
寺
」

広
済
寺
と
近
松
門
左
衛
門

近
松
門
左
衛
門
の
墓

九

近
松
記
念
館

近
松
門
左
衛
門
に
つ
い
て

出
生

時
代
背
景

一
〇

①
歌
舞
伎
の
初
期

②
女
歌
舞
伎

③
歌
舞
伎
の
成
立

一
一

④
浄
瑠
璃
の
成
立

近
松
門
左
衛
門
と
法
華
経

一
二

①
法
華
経
と
の
出
会
い

②
法
華
に
関
す
る
著
作

③
心
中
と
念
仏

一
三

付
録近

松
門
左
衛
門
作
品
名

一
四

浄
瑠
璃
編

歌
舞
伎
編

一
七

近
松
門
左
衛
門
年
表

一
八

広
済
寺
寺
宝
等
一
覧

二
〇

広
済
寺
歴
代
上
人

二
一

参
考
文
献

二
二
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■
山
門
内
外
案
内
■

本

堂
六
間
四
面
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
日
に
現
在
の
新
本
堂
が
落

成
し
た
。
本
堂
建
立
に
際
し
、
地
鎮
祭
に
は
横
綱
「
千
代
の
富
士

関
」
に
地
固
め
の
四
股
を
お
願
い
し
た
。

御
本
尊
は
一
塔
両
尊
四
師
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
説
法
印
。
多
宝
如
来

は
合
掌
印
。

日
蓮
宗
の
御
本
尊
で
あ
る
十
界
互
具
の
大
曼
荼
羅
を
木
像
化
し

た
御
本
尊
で
、
中
央
に
三
宝
尊
（
宝
塔
、
釈
迦
牟
尼
仏
座
像
、
多

宝
如
来
座
像
）
、
四
菩
薩
（
上
行
・
無
邊
行
・
浄
行
・
安
立
行
菩

薩
立
像
）
、
日
蓮
大
聖
人
座
像
、
四
天
王
を
勧
請
。
正
面
右
側
に

鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
を
勧
請
。

鬼
子
母
神

広
済
寺
本
堂
に
は
京
都
本
山
立
本
寺
第
二
十
世
霊
鷲
院
日
審
上

人
（
一
五
九
九
～
一
六
六
六
）
開
眼
の
鬼
子
母
神
尊
像
と
十
羅
刹

女
像
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
尊
像
裏
に
壷
形
の
花
押
が
あ
る
。

日
審
上
人
は
壷
日
審
の
名
で
親
し
ま
れ
た
。
九
州
・
北
陸
等
地

方
を
布
教
し
廃
寺
を
興
し
説
法
七
〇
〇
〇
余
座
、
立
本
寺
貫
首
と

な
っ
た
日
蓮
宗
有
数
の
説
教
師
。
現
実
に
即
し
た
説
教
、
激
し
い

折
伏
よ
り
も
、
寛
容
な
摂
受
で
布
教
し
た
。
し
か
し
、
御
題
目
に

対
し
て
は
瞬
時
の
不
信
も
許
さ
な
い
厳
格
さ
を
持
っ
て
い
た
。

摂
津
名
所
図
絵
を
観
れ
ば
広
済
寺
に
も
以
前
は
鬼
子
母
神
堂
が

旧
妙
見
宮
東
側
に
有
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

鬼
子
母
神
と
は
、
お
釈
迦
様
在
世
の
当
時
、
村
が
ひ
っ
そ
り
す

る
ま
で
他
人
の
子
供
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
鬼
神
で
あ
る
。
そ
の
鬼

子
母
神
が
、
お
釈
迦
様
に
諭
さ
れ
て
、
懺
悔
の
念
か
ら
法
華
経
第

二
十
六
陀
羅
尼
品
で
法
華
経
の
行
者
を
守
護
す
る
事
を
誓
っ
て
善

神
と
な
っ
た
神
様
。
広
済
寺
の
縁
日
は
毎
月
八
日
。

妙
見
堂

（
本
堂
に
向
か
い
右
手
前
に
あ
る
お
堂
）

平
安
時
代
中
期
の
清
和
源
氏
の
武
将
「
多
田
満
仲
（
源
満

仲
）
」
勧
請
と
伝
わ
る
妙
見
大
菩
薩
、
脇
師
に
牛
頭
天
王
・
諏
訪

大
明
神
を
奉
っ
て
い
る
。

詳
細
は
五

頁
参
照
。

矢
文
石

（
須
佐
男
神
社
境
内
）

多
田
満
仲
が
こ
の
地
に
妙
見
様
を
勧
請
す
る
き
っ
か
け
と
成
っ

た
石
で
、
多
田
満
仲
の
矢
文
が
当
た
っ
た
と
伝
わ
る
。

詳
細
は
六
頁
参
照
。

近
松
門
左
衛
門
の
墓

（
本
堂
の
東
側
）

近
松
門
左
衛
門
の
墓
は
、
当
山
以
外
に
も
大
阪
の
寺
町
に
現
存

し
、
ま
た
京
都
本
圀
寺
に
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

山
の
墓
が
本
墓
で
あ
る
事
が
定
説
に
成
り
つ
つ
あ
る
。

詳
細
は
九
頁
参
照
。

近
松
記
念
館

（
広
済
寺
東
隣
）

近
松
門
左
衛
門
・
広
済
寺
の
宝
物
の
展
示
、
各
種
の
公
演
が
可

能
な
ホ
ー
ル
等
を
備
え
て
い
る
。

詳
細
は
九
頁
参
照
。
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妙
福
堂

妙
福
稲
荷
大
明
神
を
勧
請
。
元
は
久
々
知
村
中
に
有
っ
た
が
、

当
山
十
八
世
矢
野
上
人
代
に
道
路
建
設
の
た
め
当
山
に
移
動
さ
れ

勧
請
さ
れ
た
。
縁
日
は
「
二
の
午
」
の
日
。

山

門
山
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
如
意
珠
院
」
の
額
は
、
後
西
天
皇

皇
女
橿
宮
様
か
ら
開
山
如
意
珠
院
日
昌
上
人
が
賜
っ
た
額
。
当
時

開
山
日
昌
上
人
は
宮
様
の
御
所
へ
の
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
。

あ
る
時
、
橿
宮
様
の
御
祈
願
が
日
昌
上
人
の
祈
祷
に
よ
り
叶
っ
た

事
か
ら
、
こ
の
額
を
広
済
寺
に
賜
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
開

山
如
意
珠
院
日
昌
上
人
の
高
徳
ぶ
り
が
知
れ
る
。
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縁
起

一

「
久
々
知
の
妙
見
宮
と
し
て
の
広
済
寺
」

久
々
知

広
済
寺
は
兵
庫
県
尼
崎
市
久
々
知
に
位
置
す
る
。
久
々
知
は
当

時
の
摂
津
国
に
属
し
、
姓
氏
録
に
あ
る
猪
名
の
裔
（
す
え
）
、
久

々
知
の
公
が
領
し
た
地
で
、
太
平
記
に
あ
る
赤
松
円
心
が
六
波
羅

勢
を
追
い
払
っ
て
砦
を
築
い
た
の
が
こ
の
地
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

る
。
古
文
書
に
は
「
九
々
知
」
と
も
「
久
々
智
」
と
も
記
さ
れ
て

い
る
。

広
済
寺
の
歴
史

広
済
寺
は
元
々
禅
宗
の
古
刹
で
あ
っ
た
が
、
元
弘
三
年
赤
松
圓

心
と
六
波
羅
勢
が
対
陣
し
兵
戦
の
被
害
を
受
け
て
か
ら
は
、
荒
れ

る
が
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。

開
山
如
意
珠
院
日
昌
上
人
は
大
阪
の
寺
島
（
現
在
の
松
島
）
に

有
っ
た
船
問
屋
、
「
尼
崎
屋
吉
右
衛
門
」
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
「
正
運
院
日
遶
上
人
」
を
師
と
し
修
行
を
重

ね
ら
れ
た
。

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
二
月
二
十
五
日
、
日
昌
上
人
は
た
ま

た
ま
「
こ
れ
仏
縁
の
里
、
必
定
法
華
繁
盛
の
と
こ
ろ
」
と
久
々
知

妙
見
尊
の
示
現
を
こ
う
む
り
、
こ
の
地
に
廣
濟
群
生
の
精
舎
建
立

の
地
と
決
定
さ
れ
た
。
日
昌
上
人
の
熱
心
な
勧
化
に
よ
り
、
建
立

事
業
は
着
々
と
進
行
し
た
。
こ
の
時
の
発
起
人
の
中
に
は
、
大
檀

那
と
し
て
は
当
時
の
久
々
知
の
領
主
武
蔵
国
忍
藩
と
こ
ろ
代
官

「
生
野
郡
太
夫
盈
次
（
た
ね
つ
ぐ
）
」
、
ま
た
一
段
と
大
き
な
存

在
と
し
て
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
出
版
を
引
き
受
け
て
い
た
「
正

本
屋
九
右
衛
門
（
山
本
治
重
）
」
、
歌
舞
伎
役
者
「
嵐
三
右
衛

門
」
、
「
佐
野
川
万
菊
」
、
「
藤
川
正
松
」
等
の
名
が
あ
げ
ら
れ

る
。

同
時
に
、
工
事
・
計
画
等
す
べ
て
こ
れ
ら
の
人
々
が
中
心
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
尼
崎
藩
主
松
平
家
の
協
力
も
得
て
い
た
と
も
伝

わ
る
。
し
か
し
、
広
済
寺
開
山
に
至
る
ま
で
に
は
何
と
い
っ
て
も

近
松
門
左
衛
門
の
篤
信
が
寄
与
す
る
所
が
大
き
か
っ
た
。
か
く
し

て
、
開
山
如
意
珠
院
日
昌
上
人
は
由
緒
有
る
多
田
（
源
）
満
仲
勧

請
の
妙
見
宮
を
祭
り
、
妙
見
本
殿
・
本
堂
庫
裡
な
ど
を
建
立
し
法

華
道
場
と
し
て
再
興
さ
れ
た
の
が
現
在
の
広
済
寺
で
あ
る
。

（
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
九
月
二
十
五
日
官
許
を
得
る
）

妙
見
大
菩
薩

妙
見
様
は
、
尊
星
王
・
北
辰
菩
薩
・
北
辰
尊
星
妙
見
菩
薩
・
北

辰
妙
見
大
菩
薩
と
も
呼
ば
れ
る
。
文
字
か
ら
も
判
る
様
に
、
北
辰

星
つ
ま
り
北
極
星
を
神
格
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
満
天
の
星
が
北

極
星
を
中
心
に
動
く
の
を
観
て
古
代
人
は
、
北
極
星
が
全
て
の
星

の
王
と
考
え
た
。
北
斗
七
星
も
北
極
星
を
捜
す
目
安
と
な
る
た
め

北
極
星
と
組
ん
で
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
。
中
国
の
道
教
と
関
わ

り
が
あ
り
、
北
極
星
は
太
陽
や
月
ま
で
も
統
率
し
、
天
候
等
自
然

界
を
意
の
ま
ま
に
動
か
す
極
め
て
位
の
高
い
神
様
と
さ
れ
た
。
そ

の
他
①
人
間
の
善
悪
功
罪
を
調
べ
て
、
寿
命
や
貧
富
を
司
る
。
②

中
国
の
清
朝
以
前
は
官
吏
登
用
試
験
の
守
神
と
し
て
北
斗
第
一
星

を
崇
め
ら
れ
た
。
仏
教
に
お
い
て
も
「
七
仏
八
菩
薩
所
説
陀
羅
尼

経
」
に
、
「
国
土
を
守
る
た
め
に
国
王
を
た
す
け
災
難
を
な
く
し
、

敵
対
す
る
も
の
を
退
け
る
た
め
に
様
々
な
不
思
議
な
力
を
以
て
守

っ
て
下
さ
る
の
で
妙
見
と
い
う
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら

か
、
領
主
や
武
将
が
妙
見
宮
を
勧
請
す
る
者
が
多
く
、
多
田
源
氏

も
そ
の
範
疇
だ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
「
人
々
の
福
を
増
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し
、
寿
命
を
延
ば
す
」
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
妙
見
と
い
う
名
か

ら
眼
病
に
霊
験
あ
り
と
、
鳥
羽
法
皇
が
眼
病
の
祈
祷
を
さ
れ
た
事

も
あ
る
。

妙
見
堂

多
田
源
氏
の
頭
領
「
源
満
仲
（
多
田
満
仲
）
」
勧
請
の
北
辰
妙

見
大
菩
薩
（
妙
見
さ
ん
）
を
勧
請
。

妙
見
大
菩
薩
の
御
神
体
左
に
「
牛
頭
天
王
」
、
右
に
「
諏
訪
大

明
神
」
を
勧
請
。
他
に
も
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
様
々
な
諸
天
善
神

・
先
師
を
勧
請
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
広
済
寺
の
妙
見
大
菩
薩
、

諏
訪
大
明
神
、
牛
頭
天
王
は
久
々
知
村
の
氏
神
様
で
あ
っ
た
。

（
角
川
文
庫

地
名
辞
典
「
兵
庫
県
」
よ
り
）
。
縁
日
は
一
月
十

六
日
・
八
月
十
六
日
。

現
在
の
お
堂
は
、
明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
（
き
し
ゃ
く
）
に
よ

る
打
撃
を
被
り
、
妙
見
宮
本
殿
（
現
在
の
須
佐
男
神
社
）
を
失
う

ま
で
は
開
山
日
昌
上
人
を
奉
る
開
山
堂
で
あ
っ
た
。
廃
仏
毀
釈
ま

で
お
堂
の
中
心
に
有
っ
た
開
山
日
昌
上
人
座
像
は
妙
見
菩
薩
右
側

に
安
置
し
て
あ
る
。

矢
文
石

現
在
の
須
佐
男
神
社
境
内
に
在
る
。
「
摂
津
名
所
図
絵
」
に
よ

る
と
天
徳
元
年
（
西
暦
九
五
七
）
当
時
の
一
帯
を
支
配
し
て
い
た

豪
族
、
多
田
源
氏
の
頭
領
「
多
田
満
仲
」
が
、
多
田
神
社
（
現
在

の
川
西
市
多
田
院
）
か
ら
矢
文
を
放
つ
や
、
こ
の
矢
文
石
に
当
た

り
日
本
最
初
の
北
辰
星
（
北
辰
妙
見
大
菩
薩
）
を
こ
の
地
に
祭
っ

た
と
さ
れ
、
現
在
で
も
名
残
り
の
「
矢
文
石
」
が
広
済
寺
隣
の
須

佐
男
神
社
境
内
に
の
こ
っ
て
い
る
。

※
多
田
満
仲
（
九
一
二
～
九
九
七
）

平
安
時
代
中
期
の

武
将
。
清
和
天
皇
第
六
皇
子
貞
純
親
王
の
長
男
で
鎮
守
府
将

軍
源
経
基
の
嫡
男
。
延
喜
十
二
年
四
月
十
日
鎌
倉
に
生
ま
れ

る
。
武
勇
に
優
れ
、
長
じ
て
現
在
の
川
西
市
多
田
院
に
新
田

城
を
築
き
、
村
上
、
冷
泉
、
圓
融
、
花
山
の
天
皇
に
仕
え
た
。

源
氏
十
四
流
の
中
で
摂
津
源
氏
ま
た
は
多
田
源
氏
の
頭
領
と

し
て
名
を
は
せ
た
。
武
将
で
あ
る
た
め
戦
に
よ
る
殺
生
は
な

は
だ
し
く
、
出
家
し
た
息
子
の
勧
め
も
あ
り
、
仏
教
を
信
心

す
る
よ
う
に
な
る
。
髪
を
剃
り
満
慶
と
改
名
し
多
田
院
（
現

在
の
多
田
神
社
＝
廃
仏
毀
釈
の
た
め
神
社
と
な
る
）
を
創
建

し
た
。

※
廃
仏
毀
釈

明
治
維
新
直
後
よ
り
明
治
八
年
に
行
わ
れ

た
時
の
政
府
の
仏
教
排
斥
運
動
。
平
田
派
国
学
者
の
影
響
の

強
か
っ
た
維
新
政
府
は
、
神
道
国
教
化
政
策
に
よ
り
江
戸
時

代
の
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
仏
教
（
寺
請
け
制
度
）
に

打
撃
を
与
え
、
天
皇
の
政
治
的
支
配
地
位
を
神
道
に
結
び
つ

け
て
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
神
仏
判
然
令
に
よ
り
寺
院
で
神

様
を
祭
れ
な
く
な
っ
た
り
、
仏
像
や
経
典
が
破
棄
さ
れ
焼
却

さ
れ
た
り
、
寺
院
が
廃
止
統
合
さ
れ
た
り
、
神
社
建
立
の
為

に
寺
院
の
境
内
を
摂
取
さ
れ
た
り
し
た
。
明
治
八
年
十
一
月

に
信
教
自
由
の
保
護
が
各
宗
に
通
達
さ
れ
る
ま
で
こ
の
狂
風

は
続
い
た
。
広
済
寺
も
こ
の
時
代
に
開
山
日
昌
上
人
以
来
の

妙
見
宮
本
殿
・
境
内
地
の
大
半
・
寺
宝
を
失
っ
た
。

妙
見
宮
が
賑
や
か
だ
っ
た
面
影

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
広
済
寺
妙
見
宮
は
大
阪
の
商
家
や
庶
民
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の
信
仰
を
集
め
、
参
拝
客
で
大
変
賑
わ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
例
を

示
す
事
に
す
る
。

摂
津
名
所
図
絵

広
済
寺
は
江
戸
時
代
の
出
版
物
「
摂
津
名
所
図
絵
」
に
久
々
知

妙
見
堂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
の
上
の
部
分
に
、
「
近
年
特

に
参
る
人
が
多
く
こ
れ
を
時
行
（
は
や
り
）
神
と
い
ふ
」
と
あ
る

か
ら
、
図
絵
が
出
版
さ
れ
た
寛
政
頃
は
能
勢
妙
見
と
並
ぶ
世
に
聞

こ
え
た
寺
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

鳥

居
広
済
寺
西
側
の
門
（
本
堂
に
向
か
っ
て
左
側
）
の
石
の
鳥
居
は

旧
国
鉄
神
崎
駅
（
現
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
）
駅
前
に
有
っ
た
物
で
あ
る
。

当
時
は
駅
か
ら
広
済
寺
ま
で
一
本
道
の
参
道
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
鳥
居
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
尼
崎
工
場
進
出
の
折
り
、
解
体

移
動
さ
れ
現
在
に
至
る
。
ま
た
、
昔
は
神
崎
川
右
岸
に
も
鳥
居
が

在
っ
た
。
１
キ
ロ
以
上
離
れ
た
駅
や
河
川
沿
い
に
鳥
居
が
有
っ
た

事
か
ら
も
、
当
時
の
妙
見
宮
の
賑
わ
い
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

灯
篭
群

広
済
寺
境
内
・
須
佐
男
神
社
境
内
に
沢
山
の
灯
篭
が
あ
る
が
、

妙
見
宮
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
多
い
。
大
阪
の
講
中
の
物
、
古
今
の

有
名
俳
優
の
物
、
参
道
の
灯
篭
の
名
残
り
等
様
々
で
あ
る
。
近
世

に
於
て
能
勢
の
妙
見
様
と
並
び
称
さ
れ
、
摂
津
名
所
図
絵
に
あ
る

よ
う
に
「
は
や
り
神
」
と
し
て
賑
わ
っ
た
一
端
が
知
れ
よ
う
。

妙
見
み
ぐ
じ
札

日
昌
上
人
（
漢
文
）
・
近
松
門
左
衛
門
（
和
文
）
合
作
の
「
妙

見
み
く
じ
札
」
版
木
（
現
存
）
が
広
済
寺
に
伝
わ
る
。
当
時
既
に

世
に
知
れ
た
近
松
門
左
衛
門
が
「
お
み
く
じ
」
を
作
る
事
か
ら
も

当
時
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
る
。

広
済
寺
と
妙
見
宮
の
衰
微

残
念
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
は
大
変
賑
わ
っ
た
久
々
知
の
妙
見

宮
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
の
狂
風
は
当
山
に
も
及
び
、

境
内
地
の
大
半
を
失
い
、
寺
勢
は
急
激
に
失
墜
し
た
。
妙
見
宮
伽

藍
は
須
佐
男
神
社
と
な
り
御
神
体
は
当
時
の
開
山
堂
た
る
現
在
の

妙
見
堂
に
勧
請
し
て
あ
る
。

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
混
沌
と
し
た
時
代
に
は
、

当
時
と
し
て
も
貧
乏
寺
に
成
り
下
が
り
、
檀
家
数
も
十
軒
余
り
の

住
職
の
な
り
手
さ
え
無
い
時
代
が
続
い
た
。

広
済
寺
の
復
興

現
住
職
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
住
職
檀
信
徒
の
精
進
の
も

と
、
高
度
成
長
・
尼
崎
の
人
口
増
加
に
も
助
け
ら
れ
、
檀
信
徒
数

も
数
百
軒
に
増
え
、
本
堂
・
庫
裡
の
再
建
し
、
久
々
知
の
妙
見
宮

・
近
松
門
左
衛
門
の
寺
と
し
て
恥
じ
な
い
程
に
ま
で
復
興
し
た
。

更
に
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
由
緒
有
る
妙
見
様
の
妙
見
堂
を
新
規

建
立
等
の
事
業
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
広
済
寺
護
持
会
に
僅
か
で

も
浄
財
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。
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縁
起

二

「
近
松
門
左
衛
門
の
寺
院
と
し
て
の
広
済
寺
」

広
済
寺
と
近
松
門
左
衛
門

近
松
門
左
衛
門
が
広
済
寺
と
縁
を
生
じ
た
の
は
、
開
山
日
昌
上

人
の
父
、
尼
崎
屋
吉
右
衛
門
が
知
人
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
。

近
松
門
左
衛
門
は
尼
崎
屋
吉
右
衛
門
宅
に
た
び
た
び
逗
留
し
、

諸
国
の
旅
人
達
か
ら
様
々
な
話
を
聞
く
と
と
も
に
、
そ
こ
を
仕
事

部
屋
と
し
た
事
も
あ
っ
た
。

開
山
に
あ
た
り
近
松
は
御
経
十
部
を
寄
進
す
る
と
と
も
に
、
知

己
に
対
す
る
誘
引
の
文
章
を
送
っ
て
い
る
。
開
山
の
正
徳
四
年
か

ら
二
年
後
、
享
保
元
年
九
月
の
「
広
済
寺
開
山
講
中
列
名
縁
起
」

中
に
、
先
に
あ
げ
た
篤
心
者
の
ほ
か
に
近
松
門
左
衛
門
の
名
前
が

見
え
る
。
こ
の
時
六
十
四
才
、
京
か
ら
大
坂
へ
移
っ
て
十
年
足
ら

ず
、
開
山
に
協
力
し
て
こ
こ
を
檀
那
寺
と
し
た
。

こ
の
年
没
し
た
母
を
広
済
寺
に
葬
り
、
そ
の
機
会
に
家
宝
の
二

位
大
納
言
阿
野
実
藤
筆
の
法
華
経
和
歌
集
二
巻
、
後
西
天
皇
直
筆

の
色
紙
を
寄
付
す
る
等
、
縁
を
深
め
て
い
る
。
当
時
、
広
済
寺
本

堂
裏
に
は
「
近
松
部
屋
」
と
い
う
、
六
畳
二
間
、
奥
座
敷
四
畳
半

の
建
物
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
七
十
二
才
で
世
を
去
る
ま
で
、
近

松
は
こ
こ
で
傑
作
「
心
中
宵
庚
申
」
等
幾
多
の
名
作
を
著
作
し
た

と
も
伝
わ
る
。
今
で
も
、
近
松
愛
用
の
遺
品
や
近
松
部
屋
の
階
段

な
ど
が
広
済
寺
寺
宝
と
し
て
近
松
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

近
松
臨
終
の
地
は
尼
崎
屋
、
広
済
寺
等
諸
説
が
有
る
が
明
確
で

な
い
。
し
か
し
、
遺
骨
は
広
済
寺
に
葬
ら
れ
、
妻
の
菩
提
寺
大
阪

谷
町
法
妙
寺
に
も
分
骨
さ
れ
て
あ
る
。
心
中
、
身
代
り
等
劇
的
な

死
を
多
く
著
作
し
た
近
松
門
左
衛
門
も
そ
の
臨
終
は
大
変
安
ら
か

で
あ
っ
た
。

参
考
一

（
近
松
門
左
衛
門
の
寄
附
記
録
）

和
尚
法
華
経
二
十
八
巻
、
和
歌
二
巻

二
位
大
納
言
實
藤
卿
墨
痕

百
二
十
代
後
西
院
勅
筆

高
松
殿
に
在
御
の
時
御
七
歳
の
宸
翰
也

右
従
町
尻
宰
相
兼
量
卿
賜
之
仍
奉

寄
附
於
久
々
知
山
廣
濟
寺
者
也

近
松
門
左
衛
門
信
盛

�

釋
尊
涅
槃
之
図

近
松
門
左
衛
門
男
杉
多
門
梅
信
筆

享
保
十
二
年
丁
未
二
月
十
五
日

参
考
二

近
松
門
左
衛
門
辞
世
文

死
期
を
悟
っ
た
近
松
は
画
家
と
な
っ
て
い
た
息
子
に
正

装
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
が
、
近
松
は
そ
の
肖
像
画
に
生

涯
を
振
り
返
っ
て
悔
い
の
無
い
事
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
書
き

下
し
た
。
以
下
そ
の
文
章
。

近
松
門
左
衛
門
性
者
杉
森
字
者
信
盛
平
安
堂
巣
林
子
之
像

代
々
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
の
家
に
生
れ
な
が
ら
武
林
を

離
れ
三
槐
九
卿
（
さ
ん
か
い
き
ゅ
う
き
ょ
う
）
に
つ
か
へ

咫
尺
（
し
し
ゃ
く
）
し
奉
り
て
寸
爵
な
く

市
井
に
漂
て

商
買
し
ら
ず

陰
に
似
て
陰
に
あ
ら
ず

賢
に
似
て
賢
な

ら
ず

も
の
し
り
に
似
て
何
も
し
ら
ず

よ
の
ま
が
ひ
も

の

か
ら
の
大
和
の
数
あ
る
道
々

妓
能

雑
芸

滑
稽

の
類
ま
で
知
ら
ぬ
事
な
げ
に
口
に
ま
か
せ
筆
に
は
し
ら
せ
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一
生
囀
（
さ
え
ず
）
り
ち
ら
し

今
は
の
際
に
い
ふ
べ
く

お
も
ふ
べ
き
真
の
一
大
事
は
一
字
半
言
も
な
き
倒
惑

こ

ゝ
ろ
に
心
の
恥
を
お
ほ
い
て
七
十
あ
ま
り
の
光
陰

お
も

へ
ば
お
ぼ
つ
か
な
き
我
世
経
畢
（
へ
お
わ
ん
ぬ
）

も
し
辞
世
は
と
問
人
あ
ら
ば

そ
れ
ぞ
辞
世

去
ほ
ど
に
扨
（
さ
て
）
も
そ
の
ゝ
ち
に

残
る
桜
が
花
し
に
ほ
は
ゞ

享
保
九
年
中
冬
上
旬

入
寂
名

阿
耨
院
穆
矣
日
一
具
足
居
士

（
あ
の
く
い
ん
ぼ
く
い
に
ち
い
ち
ぐ
そ
く
こ
じ
）

不
俣
終
焉
期

予
自
記

春
秋
七
十
二
歳

�

の
こ
れ
と
は
お
も
ふ
も
お
ろ
か
う
づ
み
火
の
け
ぬ

ま
あ
だ
な
る
く
ち
木
が
き
し
て

近
松
門
左
衛
門
の
墓

本
堂
の
東
側
に
位
置
。
昭
和
四
十
一
年
九
月
二
日
国
定
史
跡
に

指
定
さ
れ
る
。
近
松
門
左
衛
門
は
享
保
九
年
（
西
暦
一
七
二
四
）
、

七
十
二
才
で
死
去
。
広
済
寺
と
大
阪
谷
町
法
妙
寺
（
現
在
は
移
転

・
墓
の
み
有
る
）
に
葬
ら
れ
た
。
広
済
寺
の
墓
石
は
緑
泥
片
岩
の

自
然
石
。
高
さ
五
十
セ
ン
チ
、
緑
色
で
左
上
端
が
削
ら
れ
た
様
な

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
墓
で
あ
る
。
極
近
く
に
は
モ
チ
の
木
が
植
わ

っ
て
い
る
。
尚
、
京
都
大
本
山
本
圀
寺
（
当
時
は
京
都
六
条
・
現

在
は
山
科
に
移
転
）
に
も
墓
が
有
っ
た
。

戒
名
は
「
阿
耨
院
穆
矣
日
一
具
足
居
士
」
。
こ
れ
は
生
前
に
近

松
門
左
衛
門
が
自
分
で
つ
け
た
戒
名
と
伝
わ
る
、
辞
世
に
も
残
さ

れ
て
い
る
。
横
の
、
女
性
の
戒
名
「
一
珠
院
妙
中
日
事
信
女
」
は

近
松
門
左
衛
門
の
妻
の
戒
名
で
あ
る
。
（
享
保
元
年
九
月
九
日
寂
。

一
説
に
は
母
親
の
戒
名
と
も
あ
る
が
間
違
い
）
近
年
に
至
っ
て
も

近
松
門
左
衛
門
作
品
の
舞
台
や
映
画
化
の
際
は
俳
優
が
公
演
の
成

功
を
祈
っ
て
参
拝
に
来
る
。

近
松
記
念
館
（
広
済
寺
東
側
）

近
松
門
左
衛
門
の
偉
業
を
讃
え
、
広
済
寺
に
伝
わ
る
殆
ど
未
公

開
で
あ
っ
た
遺
品
、
寺
宝
を
公
開
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
・
継
承

の
為
に
、
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
八
年
「
大
近
松
二
百
五
十
年

祭
」
の
時
に
計
画
さ
れ
、
財
団
法
人
近
松
記
念
館
が
建
設
を
進
め

昭
和
五
十
年
三
月
着
工
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
完
成
。

近
松
遺
品
六
十
余
点
等
の
展
示
室
、
近
松
作
品
の
上
演
・
講
演

も
行
わ
れ
る
二
百
人
収
容
の
ホ
ー
ル
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
・
会
議
室

・
和
室
広
間
等
広
く
一
般
に
解
放
し
、
文
化
教
室
等
も
開
か
れ
て

い
る
。

（
電
話
０
六
～
四
九
一
～
七
五
五

五
）

近
松
門
左
衛
門
に
つ
い
て

近
松
門
左
衛
門
は
七
十
二
才
で
没
す
る
ま
で
に
、
歌
舞
伎
脚
本

三
十
余
編
、
時
代
浄
瑠
璃
八
十
編
、
世
話
浄
瑠
璃
二
十
四
編
を
著

作
し
、
日
本
最
大
の
劇
詩
人
と
た
た
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
劇
詩
人
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
対
比
さ
れ
「
東
洋
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
」
と
も
称
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
文
豪
。
近
世
演
劇
の
浄

瑠
璃
・
歌
舞
伎
作
者
。

浄
瑠
璃
の
竹
本
義
太
夫
、
歌
舞
伎
の
坂
田
藤
十
郎
の
名
を
高
ら

し
め
た
の
も
、
近
松
の
作
品
の
力
で
あ
っ
た
。
近
松
は
初
め
は
歌

舞
伎
作
者
と
し
て
歌
舞
伎
戯
曲
の
水
準
を
高
め
、
後
に
よ
り
文
学
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的
な
浄
瑠
璃
に
移
り
、
歌
舞
伎
で
学
ん
だ
現
代
性
や
手
法
を
浄
瑠

璃
に
持
ち
込
ん
で
、
中
世
的
な
浄
瑠
璃
を
一
変
し
て
近
代
戯
曲
を

確
立
し
た
。
そ
れ
が
近
松
の
功
績
で
あ
る
。

出

生
本
名
は
「
杉
森
信
盛
」
。
通
称
は
平
馬
、
別
称
は
平
安
堂
、
巣

林
子
、
不
移
山
人
な
ど
と
称
し
た
（
広
済
寺
墓
前
の
枠
に
は
近
松

巣
林
子
墓
と
あ
る
）
。
承
応
二
年
（
西
暦
一
六
五
三
）
、
越
前
吉

江
の
吉
江
藩
三
百
石
取
の
藩
士
杉
森
信
義
の
次
男
に
生
ま
れ
、
幼

名
を
次
郎
吉
と
称
し
、
少
な
く
と
も
十
二
才
に
な
る
寛
文
四
年

（
西
暦
一
六
六
四
）
ま
で
は
越
前
の
地
に
住
ん
で
い
た
。

父
「
信
義
」
は
寛
文
七
年
に
吉
江
藩
を
辞
し
、
京
都
へ
上
り
、

近
松
自
身
は
公
家
「
一
条
禅
閤
恵
観
（
ぜ
ん
こ
う
え
か
ん
）
」
に

仕
え
た
が
、
近
松
二
十
才
の
時
に
一
条
恵
観
が
死
去
し
た
の
を
機

に
主
家
を
辞
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
作
者
に
な
る
ま
で
の
近
松
門
左
衛
門
の
消
息
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
一
説
に
よ
る
と
、
阿
野
実
藤
（
さ
ね
ふ
じ
）
、
町

尻
兼
量
（
ま
ち
が
ね
・
か
ね
み
ち
）
正
親
町
公
通
（
お
お
ぎ
ま
ち

・
き
ん
み
ち
）
な
ど
に
仕
え
、
俳
諧
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま

た
、
近
江
国
の
三
井
寺
高
観
音
の
近
松
寺
（
ご
ん
し
ょ
う
じ
）
に

遊
学
し
た
こ
と
が
あ
り
、
筆
名
の
「
近
松
門
左
衛
門
」
も
こ
れ
に

因
ん
だ
と
も
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
一
時
は
出
家
し
て
後
に
還

俗
し
て
作
家
の
道
に
進
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
間
に
和
漢
の
古
典
を
学
び
、
仏
教
に

関
す
る
教
義
な
ど
を
習
得
し
た
事
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
延
宝
五
年
（
西
暦
一
六
七
七
）
頃
、
宇
治
加
賀
掾

（
か
が
の
じ
ょ
う
）
の
も
と
で
浄
瑠
璃
作
家
と
な
っ
た
と
い
う
の

が
一
般
的
な
見
方
で
あ
る
。

※
一
条
禅
閤
恵
観

後
陽
成
（
よ
う
ぜ
い
）
天
皇
（
一
五
七
一
～
一
六
一
七
）
第
九

子
。
一
条
家
を
継
ぎ
、
寛
永
六
年
従
一
位
に
進
み
、
摂
政
を
二
度

歴
任
。
慶
安
五
年
入
道
し
「
恵
観
」
を
名
乗
る
。
寛
文
十
二
年
六

十
八
歳
で
入
寂
す
る
ま
で
の
二
十
一
年
間
仏
門
に
あ
っ
た
。

時
代
背
景

①
歌
舞
伎
の
初
期

江
戸
時
代
の
芸
能
に
は
、
庶
民
の
中
に
育
ち
庶
民
の
中
に
支
持

さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
が
あ
る
。
室
町
時
代
以
来
の
芸
能

と
し
て
能
が
あ
っ
た
が
、
武
家
階
級
の
式
楽
と
化
し
庶
民
階
級
と

は
関
係
の
無
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

現
在
も
世
界
に
比
類
な
き
独
自
性
と
芸
術
の
花
を
咲
か
せ
る
歌

舞
伎
も
、
そ
の
発
生
期
は
常
に
幕
府
の
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
庶
民
の
支
持
を
盾
に
禁
制
と
弾
圧
を
く
ぐ
り

抜
け
て
、
雑
草
の
様
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
歌
舞
伎
は
慶
長
年
間
に
出
雲
の
芸
人
が
京
都
の
四

条
河
原
や
北
野
天
神
境
内
を
足
場
と
し
て
発
足
す
る
。
そ
の
内
容

は
、
中
世
以
来
風
流
化
し
た
念
仏
踊
を
一
変
し
た
歌
舞
伎
踊
で
あ

っ
た
。
中
世
の
能
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
「
面
」
を
捨
て
た
事

と
、
踊
り
も
能
の
舞
い
で
は
な
く
庶
民
の
踊
り
を
基
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
の
能
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
伝
統
は
貴
族
や
武
家
を
中

心
に
発
展
し
て
き
た
の
に
対
し
、
歌
舞
伎
は
庶
民
の
中
か
ら
生
ま

れ
、
庶
民
の
中
に
育
っ
た
の
で
あ
る
。

②
女
歌
舞
伎
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初
期
の
歌
舞
伎
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
女
性
が
主
導
権
を
取

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
伝
統
芸
能
は
す
べ
て
男
性
俳
優

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
、
女
性
は
、
人
質
や
政
略
結
婚
、

子
供
を
生
み
育
て
る
道
具
等
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
封
建
時
代
、

女
性
に
と
っ
て
は
男
性
か
ら
か
な
り
卑
下
さ
れ
た
陰
の
時
代
の
事

で
あ
る
。

当
時
に
あ
っ
て
、
女
性
の
魅
力
を
再
認
識
さ
せ
た
出
雲
に
始
ま

る
歌
舞
伎
踊
は
、
や
が
て
ブ
ー
ム
と
な
り
、
沢
山
の
女
歌
舞
伎
の

自
主
興
行
に
よ
る
職
業
的
劇
団
を
誕
生
さ
せ
た
。
女
歌
舞
伎
の
女

達
は
、
異
国
渡
来
の
十
字
架
を
胸
か
ら
さ
げ
、
新
渡
来
三
味
線
を

か
き
な
ら
し
、
男
装
し
て
流
行
服
で
繰
り
出
し
た
。
男
達
は
我
先

に
と
、
彼
女
た
ち
の
恋
の
歌
や
踊
り
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
た
そ
う

で
あ
る
。

し
か
し
、
当
時
の
時
代
に
於
て
は
容
色
本
位
の
芸
能
や
彼
女
達

の
生
活
・
行
動
に
は
目
に
あ
ま
る
も
の
も
多
く
、
寛
永
六
年
（
一

六
二
九
）
に
は
、
女
性
が
一
切
舞
台
に
立
つ
事
を
禁
止
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

③
歌
舞
伎
の
成
立

女
歌
舞
伎
の
禁
止
令
以
降
、
若
衆
歌
舞
伎
が
台
頭
す
る
が
、
こ

れ
も
容
色
本
位
で
あ
っ
て
や
が
て
禁
止
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
容
色

本
位
か
ら
芸
術
本
位
の
歌
舞
伎
へ
と
向
上
し
て
い
き
、
以
後
現
在

の
歌
舞
伎
へ
と
発
展
す
る
。
女
優
の
役
柄
は
男
性
が
代
行
す
る
事

か
ら
女
形
（
お
や
ま
）
が
誕
生
し
た
。
発
展
に
伴
い
、
登
場
人
物

に
お
け
る
役
割
の
分
業
化
専
業
化
が
始
ま
る
。

や
が
て
、
元
禄
時
代
芝
居
と
遊
里
の
二
つ
は
、
元
禄
時
代
の
庶

民
の
夢
を
現
実
の
も
の
と
す
る
愉
し
み
と
慰
め
の
場
所
と
な
っ
た
。

歌
舞
伎
芝
居
は
こ
の
頃
民
衆
の
生
活
に
根
ざ
し
た
文
学
美
術
と
並

ん
で
著
し
く
発
展
し
た
。
演
技
も
向
上
し
、
脚
本
の
製
作
も
そ
れ

ま
で
は
俳
優
の
兼
業
で
あ
っ
た
も
の
が
、
専
門
の
狂
言
作
家
を
生

む
よ
う
に
な
っ
た
。
上
方
の
坂
田
藤
十
郎
、
女
役
の
芳
沢
あ
や
め
、

江
戸
の
市
川
団
十
郎
は
当
時
名
優
の
代
表
格
で
あ
り
、
専
門
の
脚

本
作
家
と
し
て
優
れ
て
い
た
の
が
近
松
門
左
衛
門
で
あ
る
。
当
時

の
人
気
は
左
の
役
者
の
給
料
か
ら
も
判
る
だ
ろ
う
。

役
者
の
給
料

坂
田
藤
十
郎

五
〇
〇
両
（
元
禄
末
年
）

生
島
新
五
郎

二
五
〇
〇
両
（
元
禄
末
年
）

芳
沢
あ
や
め

一
〇
〇
〇
両
（
正
徳
二
年
）

二
代
目
団
十
郎

一
二
〇
〇
両

④
人
形
浄
瑠
璃

人
形
使
い
の
傀
儡
子
（
か
い
ら
い
し
）
と
浄
瑠
璃
と
が
結
び
つ

い
て
近
世
の
始
め
に
生
ま
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
で
は
、
竹
本
義
太
夫

が
あ
ら
わ
れ
て
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
大
阪
道
頓
堀
に
竹
本

座
を
創
設
、
こ
れ
も
近
松
門
左
衛
門
の
脚
本
を
次
々
と
え
て
人
形

芝
居
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。
近
松
門
左
衛
門
も
歌
舞
伎
作
者
か
ら

浄
瑠
璃
作
者
へ
と
移
行
し
た
。
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近
松
門
左
衛
門
と
法
華
経

近
松
門
左
衛
門
は
日
蓮
宗
の
広
済
寺
開
山
に
尽
力
さ
れ
た
。
又
、

広
済
寺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
近
松
は
法
華
経
と
日
蓮
上

人
の
帰
依
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
世
は
現
在
か
ら
想
像
の

つ
か
な
い
程
に
神
仏
が
絶
対
視
さ
れ
て
い
た
。
宗
教
か
ら
近
松
門

左
衛
門
を
考
察
し
て
み
る
事
に
す
る
。

①
法
華
経
と
の
出
会
い

広
済
寺
開
山
へ
の
尽
力
・
近
松
の
父
親
が
京
都
大
本
山
本
圀
寺

（
日
蓮
宗
）
に
葬
ら
れ
て
い
た
事
か
ら
も
近
松
が
日
蓮
宗
で
あ
る

事
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
近
松
の
家
は
父
杉
森
信
義
の
代
に
禅

宗
か
ら
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
よ
う
で
あ
る
。
（
日
蓮
宗
事
典
）
近

松
は
京
都
に
移
っ
て
か
ら
一
条
禅
閤
恵
観
に
仕
え
た
が
、
主
人
の

死
後
に
古
典
や
仏
教
等
様
々
な
研
鑽
を
積
ん
だ
事
は
先
に
述
べ
た
。

特
に
近
松
は
京
都
日
蓮
宗
大
本
山
妙
顕
寺
第
十
八
世
勝
光
院
日
耀

上
人
の
知
遇
を
得
て
仏
教
の
奥
義
を
学
ん
だ
。
日
耀
上
人
は
当
時

の
僧
侶
の
教
育
機
関
（
檀
林
）
で
教
鞭
を
と
り
、
京
都
本
山
本
法

寺
、
千
葉
本
山
法
華
経
寺
の
貫
首
を
歴
任
、
水
戸
光
圀
の
要
請
で

水
戸
三
昧
堂
檀
林
（
現
在
の
本
山
久
昌
寺
）
の
学
僧
の
教
育
に
も

あ
た
っ
た
高
僧
で
あ
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
仏
教
知
識
は
相
当
の

も
の
だ
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。

②
法
華
に
関
す
る
著
作

仏
教
色
の
強
い
題
名
は
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

次
の
数
作
に
つ
き
言
及
す
る
。

「
日
蓮
聖
人
記
」

享
保
三
年
大
阪
竹
本
座
で
「
日
蓮
上
人

記
」
と
題
し
、
人
形
芝
居
の
上
演
を
し
た
。
正
本
が
現
存
し
な
い

の
で
内
容
は
不
詳
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
伝
説
を
本
格
的
に
脚
色

し
舞
台
に
上
演
し
た
最
初
の
も
の
で
、
こ
れ
が
日
蓮
記
の
も
と
と

な
っ
た
。
近
松
没
後
に
「
い
ろ
は
日
蓮
記
」
、
「
日
蓮
記

児
硯

（
ち
ご
す
ず
り
）
」
、
「
日
蓮
記

御
法
海
（
み
の
り
う
み
）
」

と
い
う
題
で
改
訂
脚
色
さ
れ
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
に
上
演
さ
れ
た
。

更
に
、
文
化
・
文
政
（
一
八
〇
〇
年
頃
）
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
数

多
く
の
日
蓮
記
が
出
て
い
る
。
芝
居
の
興
行
が
思
わ
し
く
な
い
と

き
は
「
日
蓮
記
」
か
「
忠
臣
蔵
」
を
す
れ
ば
損
を
取
り
戻
せ
る
と

言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
有
名
な
出
し
物
と
な
っ
た
。

「
大
覚
大
僧
正
御
伝
記
」

元
禄
四
年
十
一
月
上
演
と
さ
れ
る
。

後
に
、
「
女
人
即
身
成
仏
記
」
と
改
題
。
大
覚
大
僧
正
は
先
に
述

べ
た
日
像
上
人
の
弟
子
。
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
日
蓮
宗
僧
侶
。

祈
雨
や
戦
勝
祈
願
の
法
華
経
転
読
に
よ
る
祈
願
成
功
か
ら
日
蓮
宗

と
し
て
初
め
て
朝
廷
と
足
利
幕
府
に
接
近
し
て
加
護
を
え
た
高
僧
。

祈
雨
を
始
め
数
々
の
功
績
か
ら
日
蓮
上
人
に
大
菩
薩
号
、
日
朗
上

人
・
日
像
上
人
に
菩
薩
号
、
自
ら
は
大
僧
正
を
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
。

又
、
備
前
法
華
つ
ま
り
現
在
の
岡
山
県
を
熱
心
な
法
華
信
徒
の
地

域
に
し
た
。

「
日
親
上
人
徳
行
記
」

幾
多
の
法
難
を
も
の
と
も
せ
ず
京
都

・
九
州
で
活
躍
し
た
戦
国
時
代
の
名
僧
久
遠
成
院
日
親
上
人
の
伝

記
を
脚
色
し
た
浄
瑠
璃
本
。
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
柳
亭
種

彦
の
「
柳
亭
浄
瑠
璃
本
目
録
」
に
載
り
、
種
彦
は
実
見
の
上
、
近

松
作
と
確
認
し
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。
日

親
上
人
は
熱
い
鍋
を
頭
に
か
ぶ
せ
ら
れ
る
法
難
に
あ
っ
た
事
か
ら

「
な
べ
か
む
り
日
親
」
と
し
て
有
名
。
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そ
の
他
、
「
出
世
景
清
」
の
冒
頭
に
は
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音

菩
薩
、
普
門
品
第
廿
五
は
大
衆
八
軸
の
骨
髄
、
信
心
の
行
者
大
慈

大
悲
の
光
明
あ
づ
か
り
奉
る
、
観
音
威
力
ぞ
あ
り
が
た
き
。
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
「
心
中
天
の
網
島
」
の
道
行
「
名
残
り
の
橋
づ

く
し
」
に
は
「
一
つ
蓮
の
頼
み
に
は
、
一
夏
に
一
部
、
夏
書
せ
し
、

大
慈
大
悲
の
普
門
品
、
妙
法
蓮
華
京
橋
を
、
越
ゆ
れ
ば
い
た
る
彼

の
岸
の
玉
の
台
に
法
を
得
て
、
仏
の
姿
に
身
を
な
り
橋
、
衆
生
済

土
が
ま
ま
な
ら
ば
云
々
」
と
あ
る
。

唯
一
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
よ
る
心
中
の
作
品
「
心
中
重
囲

筒
」
に
は
「
此
の
三
界
の
衆
生
は
、
皆
是
れ
我
が
子
と
聞
く
と
き

は
、
親
諸
共
に
至
る
な
り
け
り
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法

蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

③
心
中
物
と
念
仏

心
中
物
の
心
中
シ
ー
ン
は
「
心
中
重
井
筒
」
の
南
無
妙
法
蓮
華

経
を
除
け
ば
、
南
無
阿
弥
陀
仏
で
心
中
し
て
い
る
。
（
註
）
こ
れ

は
何
故
だ
ろ
う
。
法
華
の
信
徒
た
る
近
松
門
左
衛
門
自
身
は
南
無

妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

当
時
か
ら
阪
神
間
は
浄
土
真
宗
の
勢
力
が
強
い
地
域
で
あ
る
が
、

当
時
と
し
て
は
、
現
世
は
さ
て
お
き
来
世
は
極
楽
浄
土
に
往
生
し

永
遠
の
幸
福
（
成
仏
）
を
得
よ
う
と
す
る
未
来
成
仏
の
思
想
が
根

強
く
支
持
さ
れ
て
い
た
。
男
女
の
悲
惨
な
心
中
の
理
由
に
は
阿
弥

陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
の
思
想
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
娑
婆
即
寂
光
浄
土
の
現
世
重
視
の
法
華
思

想
と
正
反
対
の
宗
教
的
思
想
で
あ
る
。
近
松
の
時
代
に
於
け
る
謗

法
観
念
は
今
よ
り
も
強
い
は
ず
で
あ
る
が
、
近
松
が
題
目
で
な
く

念
仏
を
用
い
た
理
由
を
考
察
し
て
み
る
。

�
近
松
の
心
中
物
は
実
話
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
阪
神
間
は
古

来
浄
土
真
宗
が
強
く
、
心
中
す
る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
浄
土
宗

系
の
門
徒
だ
と
想
像
で
き
る
。

�
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
は
現
世
を
諦
め
極
楽
往
生
を
願
う
思
想

が
無
い
の
で
、
心
中
の
宗
教
的
動
機
が
起
こ
ら
な
い
。

�
法
華
で
は
自
殺
す
る
と
無
間
地
獄
に
落
ち
る
と
さ
れ
て
い
る
。

※
註

未
確
認
で
あ
る
が
『
心
中
万
年
草
』
は
真
言
を
唱
え

て
心
中
す
る
と
の
指
摘
を
頂
い
た
。
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近
松
門
左
衛
門
作
品

～
浄
瑠
璃
～

作
品
名

上
演
年
月

花
山
院
后
諍

寛
文
十
三
年
正
月
（
延
宝
元
年
）

（
近
松
二
十
一
才
）

源
氏
供
養

延
宝
四
年
五
月

滝
口
横
笛

延
宝
四
年
十
一
月

舎
利

延
宝
五
年
（
説
）

三
社
託
宣

延
宝
六
年

念
仏
往
生
記

延
宝
六
年

牛
若
千
人
斬

延
宝
七
年
夏

あ
ふ
ひ
の
上

延
宝
七
年
（
説
）

赤
染
衛
門
栄
花
物
語

延
宝
八
年
一
月

藍
染
川

延
宝
年
中

東
山
殿
子
日
遊

延
宝
九
年
一
月
（
天
和
元
年
）

つ
れ
づ
れ
草

延
宝
九
年
五
月
（
天
和
元
年
）

鳥
羽
恋
塚
物
語

天
和
元
年
前

惟
喬
惟
仁
位
諍

天
和
元
年
前

十
六
夜
物
語

天
和
元
年
前

平
安
城

天
和
元
年
前

亀
谷
物
語

天
和
三
年

京
わ
ら
ん
べ

天
和
三
年

世
継
曽
我

天
和
三
年
九
月

甲
子
祭

天
和
四
年

（
貞
享
元
年
）

賢
い
ろ
は
物
語

貞
享
元
年
三
月

凱
陣
八
島

貞
享
二
年

盛
久

貞
享
三
年

後
修
訂
「
主
馬
判
官
盛
久
」

源
氏
長
久
移
徒
祝

貞
享
三
年
正
月

久
移
徒
祝
＝
わ
た
ま
し
の
よ
ろ
こ
び

出
世
景
清

貞
享
二
年

三
世
相

貞
享
三
年
五
月

佐
々
木
先
陣

貞
享
三
年
七
月

「
佐
々
木
大
鑑
」
と
同
一

千
載
集

貞
享
三
年

後
改
訂
「
薩
摩
守
忠
度
」
と
改
題

薩
摩
守
忠
度

貞
享
三
年
初
冬

「
千
載
集
」
の
改
訂

源
三
位
頼
政

不
詳

「
扇
の
芝
」
と
同
一

頼
朝
浜
出

貞
享
三
年
正
月

大
原
御
幸

不
詳

今
川
了
俊

貞
享
四
年
正
月

（
奥
附
三
年
冬
？
）

信
濃
源
氏
木
曽
物
語

不
詳

弁
慶
京
土
産

元
禄
初
年
（
説
）

本
朝
用
文
書

元
禄
初
年
（
説
）

花
洛
受
法
記

元
禄
二
年
三
月

天
智
天
皇

元
禄
二
年
三
月

忠
臣
身
替
物
語

元
禄
二
年
八
月

「
今
様
柏
木
」
と
同
一

自
然
居
士

元
禄
三
年
正
月

鳥
帽
子
折

元
禄
三
年
一
月

十
二
段

元
禄
三
年
三
月
（
説
）

大
覚
僧
正
御
伝
記

元
禄
四
年
十
一
月
（
説
）

後
「
女
人
即
身
成
仏
記
」
と
改
題
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柏
崎

元
禄
五
年
一
月
（
説
）

津
戸
三
郎

元
禄
五
年

「
門
出
八
島
」
と
同
一

都
の
富
士

元
禄
六
年
正
月

ひ
ら
仮
名
太
平
記

元
禄
六
年
三
月

融
大
臣

元
禄
六
年
以
前

弱
法
師

佐
藤
忠
信
二
十
日
正
月

元
禄
九
年
一
月
（
説
）

当
麻
中
将
姫

元
禄
九
年
四
月

多
田
院
開
帳

元
禄
九
年

賀
古
教
信
七
墓
廻

元
禄
十
四
年
頃
（
説
）

文
武
五
人
男

不
詳

頼
朝
伊
豆
日
記

元
禄
十
年
七
月

当
流
小
栗
判
官

元
禄
十
一
年
六
月

最
明
寺
殿
百
人
女
�

元
禄
十
二
年
三
月

曽
我
五
人
兄
弟

元
禄
十
二
年

百
日
曽
我

元
禄
十
三
年

十
二
段
長
生
嶋
台

元
禄
十
四
年
九
月

天
鼓

元
禄
十
四
年
秋

信
田
小
太
郎

元
禄
十
四
・
十
五
年
説

日
本
西
王
母

元
禄
十
四
年
以
降

加
賀

正
本
「
南
大
門
彼
岸
」
と

ほ
と
ん
ど
同
じ

曽
根
崎
心
中

元
禄
十
六
年
五
月

一
心
五
戒
魂

元
禄
十
六
年
十
一
月

薩
摩
歌

宝
永
元
年
一
月

雪
女
五
枚
羽
子
板

宝
永
元
年
１
月
（
説
）

甲
賀
三
郎

宝
永
元
年
四
月

用
明
天
皇
職
人
鑑

宝
永
二
年
十
一
月

松
風
村
雨
束
大
帯
鑑

宝
永
二
年
十
一
月
～
翌
三
月

鎌
田
兵
衛
名
所
盃

こ
の
頃

源
義
経
将
棊
経

宝
永
三
年
一
月

田
村
将
軍
初
観
音

宝
永
三
年
春

本
領
曽
我

宝
永
三
年
三
月

心
中
二
枚
絵
草
紙

宝
永
三
年
三
月

加
増
曽
我

宝
永
三
年
三
月

兼
好
法
師
物
見
車

宝
永
三
年
五
月

卯
月
の
紅
葉

宝
永
三
年
六
月

曽
我
扇
八
景

宝
永
三
年
七
月

堀
川
波
鼓

宝
永
四
年
二
月

五
十
年
忌
歌
念
仏

宝
永
四
年
春

卯
月
の
潤
色

宝
永
四
年
夏

酒
呑
童
子
枕
言
葉

宝
永
四
年
九
月

心
中
重
井
筒

宝
永
四
年
冬
頃

音
曲
百
枚
笹

宝
永
四
年
十
月

�
狩
劔
本
地

宝
永
四
年
十
一
月

傾
城
反
魂
香

宝
永
五
年
春

丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節

宝
永
五
年

淀
鯉
出
世
滝
徳

宝
永
五
年
冬
頃

心
中
刃
は
氷
の
朔
月

宝
永
六
年
六
月

曽
我
虎
ケ
磨

宝
永
七
年
一
月

傾
城
吉
岡
染

宝
永
七
年
三
月

源
氏
大
掛
物
十
幅
一
対

心
中
万
年
草

宝
永
七
年
四
月

百
合
若
大
臣
野
守
鏡

宝
永
七
年
五
月

孕
常
盤

宝
永
七
年
八
月

源
氏
冷
泉
節

宝
永
七
年
秋
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碁
盤
太
平
記

宝
永
七
年

吉
野
都
女
楠

宝
永
七
年

冥
土
の
飛
脚

正
徳
元
年
三
月

今
宮
の
心
中

正
徳
元
年
夏

大
職
冠

正
徳
二
年
春

夕
霧
阿
波
鳴
渡

正
徳
二
年
春

傾
城
掛
物
揃

正
徳
二
年
三
月

弘
徽
殿
鵜
羽
産
家

正
徳
二
年
五
月

嫗
山
姥

正
徳
二
年
九
月

�
静
胎
内
さ
ぐ
り

正
徳
三
年
閏
五
月

釈
迦
如
来
誕
生
会

正
徳
三
年
（
説
）

天
神
記

正
徳
四
年
正
月

相
模
入
道
千
匹
犬

正
徳
四
年
四
月

娥
�
か
る
た

正
徳
四
年
八
月

嵯
峨
天
皇
甘
露
雨

正
徳
四
年
十
月

大
経
師
昔
暦

正
徳
五
年
春

持
統
天
皇
歌
軍
法

正
徳
五
年
夏

生
玉
心
中

正
徳
五
年
五
月

国
性
爺
合
戦

正
徳
五
年
十
一
月

国
性
爺
後
日
合
戦

享
保
二
年
二
月

鑓
の
権
三
重
帷
子

享
保
二
年
八
月

聖
徳
太
子
絵
伝
記

享
保
二
年
十
一
月

山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松

享
保
三
年
一
月

日
本
振
袖
始

享
保
三
年
二
月

曽
我
会
稽
山

享
保
三
年
七
月

博
多
小
女
郎
浪
枕

享
保
三
年
十
一
月

本
朝
三
国
志

享
保
四
年
二
月

平
家
女
護
島

享
保
四
年
八
月

傾
城
島
原
蛙
合
戦

享
保
四
年
十
一
月

傾
城
酒
呑
童
子

享
保
四
年
（
説
）

井
筒
葦
平
河
内
通

享
保
五
年
三
月

隻
生
隅
田
川

享
保
五
年
三
月

日
本
武
尊
吾
妻
鑑

享
保
五
年
十
一
月

心
中
天
の
網
島

享
保
五
年
十
一
月

津
国
女
夫
池

享
保
六
年
二
月

信
州
川
中
島
合
戦

享
保
六
年
八
月

唐
船
噺
今
国
性
爺

享
保
七
年
一
月

心
中
宵
庚
申

享
保
七
年
四
月

関
八
州
繋
馬

享
保
九
年
一
月

（
以
上
）
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～
歌
舞
伎
狂
言
～

作
品
名

上
演
年
月

大
名
な
ぐ
さ
み
曽
我

元
禄
十
年

百
夜
小
町

元
禄
十
年

夕
霧
七
年
忌

元
禄
十
年

今
源
氏
六
十
帳

元
禄
八
年

姫
蔵
大
黒
舞

元
禄
八
年
十
一
月

水
木
辰
之
助
餞
振
舞

元
禄
八
年
九
～
十
月

仏
母
摩
耶
山
開
帳

元
禄
六
年

傾
城
阿
波
の
鳴
門

元
禄
八
年

傾
城
江
戸
桜

元
禄
十
一
年

一
心
二
河
白
道

元
禄
十
一
年

傾
城
仏
の
原

元
禄
十
二
年
一
月

敦
賀
の
津
三
階
蔵

元
禄
十
二
年
七
月

河
弥
陀
が
池
新
寺
町

元
禄
十
二
年
十
月

福
寿
海

元
禄
十
年
十
一
月

け
い
せ
い
弘
誓
船

元
禄
十
三
年
二
の
替
り

御
曹
司
初
寅
詣

元
禄
十
四
年
初
興
行

傾
城
富
士
見
る
里

元
禄
十
四
年
二
の
替
り

新
小
町
栄
花
車

元
禄
十
四
年
十
一
月

傾
城
壬
生
大
念
仏

元
禄
十
五
年
二
の
替
り

女
郎
来
迎
柱

元
禄
十
五
年
三
の
替
り

壬
生
秋
の
念
仏

元
禄
十
五
年
秋

傾
城
三
つ
の
車

元
禄
十
六
年
二
の
替
り

唐
埼
八
景
屏
風

元
禄
十
六
年
秋

吉
祥
天
女
安
産
玉

宝
永
元
年
十
一
月

春
日
仏
師
枕
時
鶏

宝
永
元
年
十
一
月
以
後

傾
城
金
竜
橋

宝
永
二
年
夏

日
本
振
袖
始

享
保
三
年
二
月

津
国
女
夫
池

享
保
六
年
二
月

傾
城
若
紫

年
代
不
詳
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近
松
門
左
衛
門
年
表

年

号

西

暦

年
齢

出

来

事

承
応
二
年

一
六
五
三

一

近
松
門
左
衛
門
生
誕

寛
文
十
一
年

一
六
七
一

一
九

山
岡
元
隣
編
「
宝
蔵
」
に
近
松
の
句
が
載
る
。

「
し
ら
雲
や

は
な
な
き
山
の

恥
し
く
」

延
宝
五
年

一
六
七
七

二
五

こ
の
頃
宇
治
加
賀
掾
（
か
が
の
じ
ょ
う
）
の
も
と
で
浄
瑠
璃
作
家
と
な
る

天
和
二
年

一
六
八
二

三
〇

（
文
芸
）
井
原
西
鶴
「
好
色
一
代
男
」
刊
行
さ
れ
る

天
和
三
年

一
六
八
三

三
一

近
松
門
左
衛
門
「
世
継
曽
我
」
宇
治
座
上
演

貞
享
元
年

一
六
八
四

三
二

竹
本
座
旗
揚
げ
興
行
に
「
世
継
曽
我
」
改
訂
上
演

貞
享
二
年

一
六
八
五

三
三

近
松
門
左
衛
門
「
出
世
景
清
」
竹
本
座
・
山
本
座
上
演

貞
享
三
年

一
六
八
六

三
四

近
松
門
左
衛
門
「
佐
々
木
大
鑑
」
竹
本
座
上
演
道
行
が
好
評
で
義
太
夫
節
流
行

貞
享
四
年

一
六
八
七

三
五

近
松
門
左
衛
門
「
今
川
了
俊
」
竹
本
座
上
演

浄
瑠
璃
・
狂
言
作
品
に
署
名
し
始
め
る
。
四
月
二
十
二
日
父
「
信
義
」
没
（
六
十
七
才
）

京
都
本
圀
寺
（
日
蓮
宗
大
本
山
）
に
葬
る

（
政
治
）
幕
府
「
生
類
憐
愍
令
」
を
出
す

元
禄
元
年

一
六
八
八

三
六

（
世
界
）
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命

元
禄
二
年

一
六
八
九

三
七

（
文
芸
）
松
尾
芭
蕉
「
奥
の
細
道
」
の
旅
に
出
る

元
禄
六
年

一
六
九
三

四
一

近
松
門
左
衛
門
「
仏
母
摩
耶
山
開
帳
」
都
座
上
演

（
文
芸
）
井
原
西
鶴
没
（
五
十
二
才
）

元
禄
七
年

一
六
九
四

四
二

（
文
芸
）
松
尾
芭
蕉
「
奥
の
細
道
」
刊
行

同
年
芭
蕉
没
（
五
十
一
才
）

元
禄
八
年

一
六
九
五

四
三

近
松
門
左
衛
門
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
早
雲
座
上
演

元
禄
十
一
年

一
六
九
八

四
六

近
松
門
左
衛
門
「
当
流
小
栗
判
官
」
竹
本
座
上
演

元
禄
十
三
年

一
七
０
０

四
八

近
松
門
左
衛
門
「
百
日
曽
我
」
竹
本
座
上
演

元
禄
十
五
年

一
七
０
二

五
〇

近
松
門
左
衛
門
「
傾
城
壬
生
大
念
仏
」
都
座
上
演

（
事
件
）
赤
穂
浪
士
打
ち
入
り
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元
禄
十
六
年

一
七
０
三

五
一

近
松
門
左
衛
門
「
曽
根
崎
心
中
」
大
阪
竹
本
座
で
上
演

宇
治
座
も
改
訂
公
演

こ
の
年
、
大
阪
の
曽
根
崎
新
地
開
発
さ
れ
る

宝
永
一
年

一
七
０
四

五
二

（
文
芸
）
初
代
「
市
川
団
十
郎
」
没
（
四
十
五
才
）

宝
永
二
年

一
七
０
五

五
三

近
松
門
左
衛
門
「
用
明
天
皇
職
人
鑑
」
竹
本
座
上
演

宝
永
三
年

一
七
０
六

五
四

こ
の
年
初
め
、
京
よ
り
大
坂
に
移
る

宝
永
四
年

一
七
０
七

五
五

（
事
件
）
富
士
山
噴
火
し
山
腹
に
宝
永
山
を
生
ず
る

宝
永
六
年

一
七
０
九

五
七

（
政
治
）
徳
川
綱
吉
没
、
幕
府
「
生
類
憐
愍
令
」
廃
止

（
文
芸
）
坂
田
藤
十
郎
没
（
六
十
三
才
）

宝
永
七
年

一
七
一
０

五
八

近
松
門
左
衛
門
「
心
中
万
年
草
」
竹
本
座
上
演

正
徳
元
年

一
七
一
一

五
九

近
松
門
左
衛
門
「
冥
土
の
飛
脚
」
竹
本
座
上
演

宇
治
座
で
も
改
訂
上
演

正
徳
四
年

一
七
一
四

六
二

広
済
寺
開
山
、
九
月
二
十
四
日
改
宗
の
官
許
を
得
る
。

十
月
広
済
寺
妙
見
宮
開
帳

秋
、
近
畿
諸
国
大
飢
饉

享
保
元
年

一
七
一
六

六
四

弟
「
岡
本
一
抱
」
没

九
月
九
日
、
母
没
。
戒
名
「
智
法
院
貞
松
日
記
」
広
済
寺
で
法
要
。

享
保
三
年

一
七
一
八

六
六

近
松
門
左
衛
門
「
博
多
小
女
郎
浪
枕
」
竹
本
座
上
演

享
保
五
年

一
七
二
０

六
八

近
松
門
左
衛
門
「
心
中
天
の
網
島
」
上
演

享
保
六
年

一
七
二
一

六
九

近
松
門
左
衛
門
「
信
州
川
中
島
合
戦
」
竹
本
座
上
演

享
保
七
年

一
七
二
二

七
〇

近
松
門
左
衛
門
「
心
中
宵
庚
申
」
竹
本
座
上
演

享
保
八
年

一
七
二
三

七
一

知
人
に
体
の
衰
え
を
訴
え
る
書
状
を
書
く

（
文
芸
）
心
中
事
件
の
出
版
・
上
演
が
禁
止
さ
れ
る

享
保
九
年

一
七
二
四

七
二

近
松
門
左
衛
門
「
関
八
州
繋
馬
」
竹
本
座
上
演

十
一
月
上
旬
、
辞
世
文
を
書
く

十
一
月
二
十
二
日
没
、
広
済
寺
・
法
妙
寺
に
葬
る
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■
広
済
寺
寺
宝
等
一
覧
■

①
大
覚
大
僧
正
作
日
蓮
聖
人
像

当
山
に
は
三
体
し
か
な
い
言
わ

れ
る
高
僧
大
覚
大
僧
正
作
の
日
蓮
大
聖
人
木
像
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
と
伝
わ
る
が
、
そ
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。

②
近
松
門
左
衛
門
木
像

美
濃
村
松
雲
作

大
近
松
祭
（
十
一
月

下
旬
頃
）
の
法
要
に
本
堂
御
法
前
に
飾
ら
れ
る
。

③
浄
瑠
璃
床
本

「
心
中
宵
庚
申
」

幕
府
の
心
中
物
出
版
上
演

禁
止
令
に
よ
り
「
心
中
」
の
二
文
字
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

④
廣
濟
寺
草
創
古
図

広
済
寺
草
創
当
時
の
図
。
広
済
寺
、
妙
見

宮
、
旧
久
々
知
村
と
旧
上
坂
部
村
の
位
置
関
係
が
分
か
る
。

⑤
近
松
座
敷
模
型

高
座
敷
と
も
呼
ば
れ
、
広
済
寺
の
旧
本
堂
裏

に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
八
畳
二
間
、
四
畳
半
一
間
で
晩
年
の
近
松

が
名
作
を
書
い
た
。

⑥
近
松
座
敷
段
梯
子

近
松
座
敷
の
奥
座
敷
は
一
段
高
く
出
来
て

お
り
、
そ
こ
に
登
る
た
め
の
梯
子
。

⑦
過
去
帳
（
近
松
当
時
）

上
中
下

三
冊

⑧
廣
濟
寺
開
山
講
中
列
名
掛
額

広
済
寺
の
開
山
に
尽
力
し
た
檀

信
徒
の
氏
名
が
記
さ
れ
た
物
。
近
松
は
右
側
二
段
目
の
二
番
目
に

あ
る
。

⑨
廣
濟
寺
開
山
講
中
列
名
巻
物

享
保
元
年
九
月

開
山
日
昌
上

人
の
縁
起
文
を
掲
げ
、
開
山
に
尽
力
し
た
檀
信
徒
の
氏
名
が
記
さ

れ
た
物
。
署
名
の
下
に
捺
印
が
あ
る
。
勿
論
、
近
松
門
左
衛
門
や

彼
の
作
品
出
版
を
請
け
負
っ
た
正
本
屋
九
右
衛
門
の
氏
名
が
あ
る
。

⑩
廣
濟
寺
開
山
講
中
列
名
巻
物

享
保
二
年
九
月

捺
印
な
し
。

⑪
二
位
大
納
言
実
藤
（
さ
ね
ふ
じ
）
卿
筆

法
華
和
歌
集

二
巻

承
元
年
間
（
一
二
一
〇
頃
）
に
慈
鎮
和
尚
（
慈
圓
）
の
詠
ん
だ

法
華
経
二
十
八
品
和
歌
を
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
阿
野
実

藤
卿
が
書
い
た
物
。
巻
末
に
近
松
直
筆
の
添
え
書
き
が
あ
る
。
近

松
が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
奉
納
し
た
物
。

⑫
妙
見
堂
み
く
じ
札
と
版
木

上
段
の
漢
文
を
開
山
日
昌
上
人
の

筆
、
下
段
の
和
文
を
近
松
の
筆
に
な
る
合
作
。

⑬
近
松
門
左
衛
門
筆
養
生
訓

⑭
初
代
歌
川
豊
国
筆

娘
道
成
寺
絵
馬

広
済
寺
に
は
近
松
の
由

緒
の
故
に
沢
山
の
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
関
係
者
が
参
詣
し
て
き
た
。
こ

れ
は
、
初
代
中
村
歌
右
衛
門
が
奉
納
し
た
物
。

⑮
後
西
天
皇
勅
筆
御
色
紙

三
葉

近
松
門
左
衛
門
奉
納

⑯
正
本
屋
九
右
衛
門

近
松
門
左
衛
門
の
作
品
出
版
を
請
け
負
っ

た
正
本
屋
九
右
衛
門
の
座
像
。
広
済
寺
復
興
開
山
に
尽
力
さ
れ
た

広
済
寺
本
願
人
。
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そ
の
他

桜
町
天
皇
勅
許
宣
旨

日
蓮
聖
人
の
真
筆
御
消
息
一
幅

日
蓮
聖
人
の
真
筆
曼
荼
羅

伝
教
大
師
秀
句
抄
一
幅

曼
荼
羅
本
尊

①
日
像
聖
人

②
身
延
山
二
十
一
世

③
身
延
山
二
十
二
世

④
本
満
寺
三
十
二
世

⑤
開
山
日
昌
上
人

親
鸞
上
人
真
筆
六
字
名
号

親
鸞
家
系
図

阿
弥
陀
如
来
金
像

広
済
寺
寺
宝
の
多
く
は
明
治
時
代
に
不
法
に
売
却
さ
れ
た
と
伝

わ
る
。
未
だ
文
書
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
真
偽
は
不
明
な
が
ら
、

当
時
の
檀
信
徒
が
田
畑
を
売
り
、
八
年
に
及
ぶ
裁
判
を
行
っ
て
取

り
戻
し
た
の
が
現
在
の
宝
物
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
寺
宝
数
点
は

ア
メ
リ
カ
に
渡
る
等
、
返
還
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
伝
）

阿
弥
陀
如
来
金
像
や
親
鸞
上
人
関
係
の
宝
物
と
し
て
記
載
し
た

が
、
法
華
（
日
蓮
宗
）
の
当
山
に
と
っ
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
宝

物
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
の
資
料
に
記
載
が
あ
る
の
で
掲
載
し

た
。
右
記
浄
土
宗
系
の
宝
物
は
、
境
内
に
安
置
し
て
い
な
い
事
を

付
記
す
る
。
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■
広
済
寺
歴
代
住
職
■

第
一
世

如
意
珠
院
日
昌
上
人

元
文
三
年
十
月
六
日
示
寂

（
一
七
三
八
年
）
七
十
二
才

広
済
寺
開
山
、
本
堂
・
庫
裏
・
妙
見
宮
本
社
建
立

大
阪
寶
泉
寺
五
世
、
南
都
（
奈
良
）
常
徳
寺
中
興
開
山

准
二
世

幽
玄
院
日
底
上
人

元
禄
七
年
五
月
十
九
日
示
寂

（
一
六
九
四
年
）

准
三
世

妙
栄
院
日
壽
上
人

宝
永
五
年
五
月
二
十
八
日
示
寂

（
一
七
〇
八
年
）

第
四
世

栄
昌
院
日
運
上
人

元
文
五
年
六
月
二
十
七
日
示
寂

（
一
七
四
〇
年
）
開
山
日
昌
上
人
直
弟
奈
良
常
徳
寺
よ
り

第
五
世

弘
法
院
日
實
上
人

寛
保
三
年
八
月
示
寂

（
一
七
四
三
年
）
開
山
日
昌
上
人
有
縁
奈
良
常
徳
寺
よ
り

第
六
世

本
壽
院
日
領
上
人

宝
暦
七
年
三
月
二
十
四
日
示
寂

（
一
七
五
七
年
）
七
十
五
才

在
十
六
年

開
山
堂
（
現
在
の
妙
見
堂
）
建
立

開
山
日
昌
上
人
有
縁
奈
良
常
徳
寺
よ
り

第
七
世

遠
妙
院
日
侃
上
人

明
和
二
年
七
月
十
三
日
示
寂

（
一
七
六
五
年
）

侃
＝
か
ん

准
八
世

隨
光
院
日
照
上
人

宝
暦
十
一
年
六
月
示
寂

（
一
七
六
一
年
）
生
国
佐
渡
安
佛
房
妙
宣
寺

准
九
世

本
領
院
日
榮
上
人

親
王
家

肥
後
国
本
山
本
妙
寺
歴
代

第
十
世

霊
智
院
日
道
上
人

安
永
二
年
四
月
二
十
二
日
示
寂

（
一
七
七
三
年
）
在
九
年

備
後
三
原
妙
正
寺
よ
り

第
十
一
世

鏡
明
院
日
性
上
人

寛
政
十
一
年
四
月
十
日
示
寂

（
一
七
九
九
年
）
絵
馬
堂
・
新
座
敷
建
立

第
十
二
世

信
哉
院
日
苗
上
人

文
化
十
三
年
七
月
二
十
九
日
示
寂

（
一
八
一
六
年
）

大
阪
谷
町
本
長
寺
よ
り

第
十
三
世

鏡
照
院
日
進
上
人

文
化
八
年
四
月
二
十
五
日
示
寂

（
一
八
一
一
年
）

第
十
四
世

皆
如
院
日
是
上
人

天
保
九
年
四
月
三
十
日
示
寂

（
一
八
三
八
年
）
古
借
五
十
貫
返
済
、
居
間
再
建
・
修
復

第
十
五
世

眞
乗
院
日
燈
上
人

弘
化
三
年
八
月
四
日
示
寂

（
一
八
四
六
年
）
四
十
才
、
在
十
一
年

第
十
六
世

圓
乗
院
日
篤
上
人

明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
示
寂
（
一
八
九
一
年
）
十
四
世
日
是
上
人
直
弟

第
十
七
世

眞
妙
院
日
榮
上
人

明
治
四
十
三
年
四
月
十
八
日
示
寂

（
一
九
一
〇
年
）
氏
名
太
田
慧
樹
・
初
の
大
学
卒
の
住
職

寺
宝
多
数
を
売
り
、
広
済
寺
を
個
人
名
義
と
し
た
た
め
後
に
裁
判
と
な
る
。

第
十
八
世

觀
月
院
日
輝
上
人

大
正
十
四
年
四
月
七
日
示
寂

（
一
九
二
五
年
）
姓
矢
野

香
川
県
三
豊
郡
出
身

第
十
九
世

大
持
院
日
顕
上
人

昭
和
七
年
二
月
二
十
一
日
示
寂

（
一
九
三
二
年
）
在
八
年

第
二
十
世

行
孝
院
日
龍
上
人

昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
六
日
示
寂

（
一
九
五
八
年
）
七
十
才

在
二
十
六
年

氏
名
水
川
行
孝

最
上
稲
荷
よ
り

第
二
十
一
世

泰
壽
院
日
瞳
上
人

現
住
職

氏
名
石
伏
龍
齋

本
堂
・
庫
裏
再
建
立

※
准
二
世
、
准
三
世
、
准
八
世
、
准
九
世
は
実
際
の
住
職
で
は
な
く
、
歴
代
に
加
え
ら
れ
た
も
の
。
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■
参
考
文
献
■

日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ

第
十
二
～
十
四
巻

世
界
文
化
社

鑑
賞

日
本
古
典
文
学

第
二
十
九
巻

大
久
保
忠
国

角
川
書
店

近
松
を
め
ぐ
る

浄
瑠
璃
歌
舞
伎
の
関
係
に
就
い
て

湯
川
春
洋

中
央
公
論
事
業
出
版

同
志
社
国
文
学

第
三
十
号

向
井
芳
樹
（
同
志
社
大
学
）
同
志
社
大
学

近
松
門
左
衛
門
と
鯖
江

原

道
生
（
明
治
大
学
）

鯖
江
市
教
育
委
員
会

近
松
門
左
衛
門
の
研
究

鯖
江
市
教
育
委
員
会

近
松
世
話
物
集

守
隨

憲
治

旺
文
社
文
庫

近
松
門
左
衛
門
と
尼
崎
廣
濟
寺
（
昭
和
十
一
年
発
行
）

多
田

莎
平

大
近
松
宣
揚
会

武
庫
の
探
勝
（
昭
和
十
四
年
発
行
）

山
本

六
郎

阪
國
バ
ス
名
所
史
跡
探
勝
会

阪
急
沿
線

歴
史
紀
行

熊
野
紀
一

阪
急
電
鉄

日
蓮
宗
事
典

日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会

日
蓮
宗
宗
務
院

広
済
寺
過
去
帳

大
法
輪
平
成
元
年
三
月
号
（
妙
見
菩
薩
・
鬼
子
母
神
）

大
法
輪
閣

平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
（
一
九
七
三
年
版
）

平
凡
社

日
蓮
宗
寺
院
大
鑑

日
蓮
宗
大
本
山

池
上

本
門
寺

平
成
二
年
四
月
五
日
初
版
発
行
（
非
売
品
）

平
成
十
三
年
一
月
十
日
第
四
版
改
訂

い
し
ぶ
し

え
い
さ
い

著
者

石
伏

叡
齋

(

副
住
職

)

印
刷

広
済
寺

〒
六
六
一

-

〇
九
七
七

兵
庫
県
尼
崎
市
久
々
知
一
丁
目
三
～
二
十
七

�
〇
六
～
六
四
九
一
～
〇
八
一
五

フ
ァ
ッ
ク
ス
〇
六
～
六
四
九
一
～
〇
〇
四
六

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
o
s
a
i
j
i
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g
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